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Abstract Seasonal occurrence of adults of Libythea celtis celtoides Fruhstorfer was investigated in 
two places in southwestern Kyoto Prefecture from May, 2000 to May, 2002. The results show that 
this species has a univoltine life cycle in the study sites, and five phases were recognized in seasonal 
adult activity. 
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は じ め に 


テン グチ ョ ウ 本 土 亜 種 Libythea celtis celtoides Fruhstorfer は , 初夏 に 成虫 が 出現 し , その 後 は 不 客 発 と 
な り , 秋 に 少数 が 活動 し た 後に 成虫 態 で 越冬 する と いう 年 1 世代 の 生活 史 を 送る . し か し , 第 2 世代 の 
報告 も 多数 な され て いる (福田 ら , 1984). この よう な 年 間 世 代数 の 問題 の ほか , 成虫 が 羽化 直後 に 開 
けた 場所 に 多数 集まっ て 活動 する こと や 盛夏 に は 姿 を 消す こと , 幼虫 が と き と し て 食 樹 を 丸裸 に す 
る ほど の 高密 度 に な る こと な ど , 本 種 の 生活 史 に は , な お 不明 な 点 が 多く 残さ れ て いる (福田 ら , 
1984). 


本 研究 で は , 京都 府 西南 部 の 丘陵 地 に 標高 の 異な る 2 つの 調査 地 を 設け , 2 年 間 , トラ ン セ クト 法 に よ 
り 本 種 成 虫 の 定量 的 調査 を 行っ た . そし て , 両 調査 地 お よび 年 毎 の 本 種 成虫 の 発生 消長 の 違い に つい 
て 解析 を お こ な っ た . また , 調査 結果 を も と に 本 種 の 生息 環境 と は どう いう も の か に つい て 考 穴 し た . 


調査 方 法 


テン グチ ョ ウ の 成虫 の トラ ン セ クト 調査 は , 京都 府 西南 部 の 西山 公園 予定 地 (長岡 京 市 ) お よび 大 原 
野 森林 公園 (京都 市 西京 区 ) の 2 調査 地 に お いて 2000 年 5 月 か ら 2002 年 月 まで お こ な っ た (Fig. 1). 


西山 公園 予定 地 (以下 , 西山 ) は 海抜 約 90 m, 約 7ha の 丘陵 地 で , 谷 あい に は 畑 , 水田 , た め 池 , 屋敷 , 社 
寺 が あり , その 周辺 は 雑木 林 と 竹林 に 囲ま れ て いた Fig. 2). 調査 ルー ト は それ ら の 環境 を めぐ る 2.6 
km の 周回 コー ス と し た . 畑 で は 季節 に より ナタ ネ Brassica sp. や ナス Solanum melongena L. サ ツマ イ 
Æ Ipomoea batatas Lam. var. edulis Makino な ど 各 種 の 野菜 が 栽培 され て いた . 畑 , KHE, 7% tho MERE 
や 堤防 に は タネ ツケ バナ Cardamine flexuosa Withering や クズ Pueraria lobata (Willd.) Ohwi, ネ ザ サ 
Pleioblastus argenteostriatus (Regel) Nakai form glaber (Makino) Murata, スミ レ 類 Viola spp. な どの 草本 
が 見 られ , その 周辺 は コナ ラ Quercus serrata Thunb. et Murray, ネジ キ Lyonia ovaliforia (Wall.) Drude 
subsp. neziki H. Hara, ソ ヨゴ Ilex pedunculosa Miq., アカ マツ Pinus densiflora Siebold et Zucc. な どの 雑 
木 林 と モウ ソウ チク Phyllostachys heterocycla (Carriere) Mitford の 林 が 広がっ て いた . 川 の 土手 や 屋敷 
に は エノキ Celtis sinensis Pers. 77 ¥ = Zelkova serrata (Thunb.) Makino の 大 木 が 点 在 し , 社寺 に は ア 
ラカン Quercus glauca Thunb., 7 A 7 ¥ Cinnamomum camphora (L.) C. Presl, な ど 照 葉 樹 が 繁 , いわ 
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Fig. 1. Location of two study sites, Nishiyama Park and Oharano Forest Park in southwestern 
Kyoto Prefecture, central Japan, and transect routes fixed there. Numerals on the map show 
altitude (m). 


ゆる 鎮守 の 森 を 作っ て いた . 


大 原野 森林 公園 (以下 , 大 原野 ) は 海抜 約 600 m OPER & HK 400-450 m の 渓谷 を 含む 山地 で , 広 さ は 
135 ha で あっ た (Fig. 3). 調査 ルー ト は その 東 寄 り の 部 分 を めぐ る 7.1 km の 周回 コー ス と し た . Bh 
と 中 腹 に は 中 高木 の コナ ラ , アカ マツ , AVY, アセ ビ Pieris japonica (Thunb.) D. Don な ど が 繁茂 し て 
BY, 下層 植生 は 少な か っ た . 中 腹 の 一 部 に は 和 帯状 の ケヤキ の 林 が 見 られ た . 渓流 沿い は 中 高 本 と し 
て コナ ラ , チ ドリ ノ キ 4cer carpinifolium Siebold et Zucc., 二 ガ キ Picrasma quassioides (D.Don) Benn. な 
ど が , その 下層 に ミツ バウ ツ ギ Staphylea bumalda (Thumb.) DC., ヒメ コウ ゾ Broussonetia kazinoki 
Siebold な ど が 繁 っ て いた . 一 部 は スギ Cryptomeria japonica (L. f.) D. Don, ヒノ キ Chamaecyparis 
obutusa (Siebold et Zucc.) Endlicher の 植林 地 で あっ た . 谷 の 数 か 所 の 月 落 地 に は 樹木 は ほとん ど な く , 
イタ ドリ Polygonum cuspidatum Siebald et Zucc., クズ , ノイ バラ フラ Rosa multiflora Thunb. な どの 草地 で 
あっ た . ま た 谷 の 2 か 所 に は , ジャ ガイ モ Solanum tuberosum L. や トト マト Lycopersicon esculentum 
Mill, トウ モロ コン Zea mays L. な どの 各種 野菜 の 畑 お よび 水田 が あり , 吐 に タネ ツケ バナ や ヒメ 
ジョ オン Erigeron annuus (L.) Pers., ススキ Miscanthus sinensis Andersson, スミ レ 類 な どの 草本 が 見 ら 
TUIE 


調査 は 3 月 中 旬 か ら 11 月 中 旬 ま で , 原則 と し て 月 に 3 回 , トラ ン セ クト 法 に より 晴天 微風 の 午前 
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Fig. 2. A view of Nishiyama Park located at the eastern foot of Mt Pompon (alt.: 680 m) with 
about 90 m in altitude and about 7 ha in area. A 2.6-km transect was fixed along/through 
farmlands including fields and paddies, coppices and bamboo forests, irrigation ponds, a 
residential area, and a temple. 

Fig. 3. A view of Oharano Forest Park located on the northern slope of Mt Pompon with 400-600 
m in altitude and about 135 ha in area. A 7.1-km transect was fixed along a ridge walk and 
valleys surrounded by coppices, plantations of Japanese cypress and Japanese cedar, 
cultivated lands, etc. 


10 時 か ら 午 後 3 時 の 間 に 設定 し た ルー ト を 一 定 の 速度 で 歩き な が ら , 両側 5 m に 見 られ る 本 種 成 
虫 の 個体 数 を 記録 し た . また その 行動 に つい て も で きる だ け 記 録 し た . 

結 果 

両 調査 地 に お ける 本 種 の 成虫 密度 (ルー ト 1km あたり の 観察 数 ) の 季節 変化 を Fig. 4 に , 環境 別 李 節 
別 の 成虫 密度 を Fig. 5 に 示し た . 


両 調査 地 と も に 5 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 に か け て 羽化 直後 と 思わ れる 新鮮 な 成虫 が 現れ , この 時 期 の 成 
虫 の 審 度 は 1 年 を 通じ て 最も 高かっ た . この 時 期 の 成虫 密度 を 年 ご と に 見 る と , 西山 に お いて は 2000 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


テン グチ ョ ウ の 季節 消長 2 


Table 1. Numbers of Libythea celtis celtoides adults observed nectaring on flowers. 








Date Site Total observed A m Plant species/Japanese name 

Oct. 19,2000 Oharano 6 1 Aster ageratoides subsp. Ovatus ノコ ン ギ ク 
May 26, 2001 Nishiyama 38 4 Brassica sp. ナ タネ ナ (アブ ラナ ) 

July 3.2001 Oharano 20 1 Castanea crenata グリ 

Oct. 25, 2001 Nishiyama 8 3 Soridago altissima セイ タカ アワ ダチ ソウ 





年 は 最高 で も 10 個体 km 以下 と 低かっ た が , 2001 年 に は 最高 40 個体 /km に 達し た . 一 方 , 大 原野 に お 
いて は 2000 年 , 2001 年 の 両 年 と も に 30-40 個体 /km の 高密 度 で あっ た . これ ら の 成虫 の 観察 され た 環 
境 は , 西山 で は 田畑 の 周辺 , 大 原野 で は 谷 の 雑木 林 と 田畑 の 周辺 で あっ た . そう し た 場所 で は , 新鮮 な 
成虫 が 日 あたり の よい 路上 , 石垣 , 水たまり な ど に 多数 が 群がっ て いた . 吸水 行動 は 頻繁 に 見 られ た 
OS, 訪 花 行動 は 2001 年 の 5 月 下旬 に 西山 に お いて ナタ ネ で 吸 密 中 の 4 個体 が 観察 され た の み で あっ 
た (Table 1). 


6 月 下旬 か ら は , 成虫 の 観察 数 は 両 調査 地 と も に 激減 し た . 9 月 下旬 まで の 各 調 査 日 の 観察 数 (密度 ) 
を 6 月 の ビ ピーク 時 と 比べ る と, 西山 で は 0-3%, 大 原野 で は 0-8% で あっ た . 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 まで 
の 期間 で , 成虫 が まっ た く 観 窪 さ れ な か っ た 調査 日 は , 大 原野 で は 2000 年 が 9 回 中 3 回 , 2001 年 が 9 
回 中 1 回 程度 で あっ た が , 西山 で は 2000 年 が 10 回 中 10 回 , 2001 年 が 10 回 中 8 回 と 多かっ た . 観察 さ 
れ た 少数 の 成虫 は 飛翔 し た り , 植物 の 葉 上 や 路上 で 休息 し て いた が , クリ Castanea crenata Siebold et 
Zucc. O46 CREAM 1 個体 が 大 原野 に お いて 2001 年 の 7 月 上 旬 に 確認 され た (Table 1). 


10 月 上 旬 か ら 11 月 上 名 まで の 間 に も 成虫 は 確認 きれ た が , その ビー ク 密 度 は 6 月 の ピー ク 時 と 比べ , 
西山 で は 18-21%, 大 原野 で は 3-19% 程 度 で あっ た . 田畑 や 雑木 林 の 日 あたり の よい 場所 に 集まる 成 
虫 が 観察 され た . また , この 時 期 に は 訪 花 ・ 吸 審 個 体 の 割合 が 比較 的 高く , 2000 年 に は 大 原野 に お い 
て ノコ ン ギ ンク Aster ageratoides Turcz. subsp. ovatus (Franch. et Sav.) Kitam. が , 2001 年 に は 西山 に お い 
て セイ タカ アワ ダナ ソウ Solidago altissima L. が , それ ぞ れ 蜜源 植物 と し て 確認 きれ た . これ ら の 成 事 
も 11 月 中 旬 に は 姿 を 消し , 翌年 の 3 月 まで 見 られ な く な っ た . 


3 月 中 下旬 か ら , 両 調査 地 と も に , 色あせ た 成虫 が 現れ , 4 月 下旬 まで か な り の 個体 数 が 雑木 林 な どの 
開け た 場所 に 集まっ て 日 光 浴 を し て いた . この 時 期 の ピー ク 密 度 を 前 年 6 月 の ビー ク 時 と 比較 する 
と , 西山 で は 26-29%, 大 原野 で は 9-18% で あっ た . これ ら の 色あせ た 成虫 は 5 月 下旬 に は ほとん ど 見 
られ な く な っ た . し か し , 一 部 は 6 月 初め まで 見 られ , $ 月 下旬 に 現われ た 多数 の 新鮮 な 成虫 と 混在 し 
JAA 


5 ë g 


以上 の 結果 か ら , 両 調査 地 に お ける 本 種 成虫 の 季節 消長 は , 羽化 直後 の 活動 期 , 夏 の 活動 休止 期 , 秋 の 
活動 期 , 冬 の 活動 休止 期 , 越冬 後 の 活動 期 か ら な る 3$ 期 に 分 けら れる こと が わか っ た . 以降 それ を , 羽 
化 直後 の 活動 期 期 ), 越 夏期 UH), 秋 の 活動 期 I 期 ), 越冬 期 UV 期 ), 越冬 後 の 活動 期 V 期 ) と 呼 
ぶ . 以下 , これ ら の 5 期 の 様相 に つい て 考察 する . 


羽化 直後 の 活動 期 期 ) 


両 調査 地 で 3 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 に 多数 観察 され た 新鮮 な 成虫 は 羽化 直後 の 成 昌 で あり , 混在 する 少 
数 の 色あせ た 成虫 は 越冬 後 の 成 昌 と 考え られ る . 福田 ら (1984) は , 羽化 直後 の 成虫 は 一 時 期 に 一 定 の 
範囲 に 多数 が 集まっ て 活動 し , その 後 の 没 姿 は 徐々 に で は な く 同 時 的 で ある と 述べ て いる . 両 調査 地 
で も , 成虫 は $ 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 に 林 緑 の 開け た 湿潤 な 特定 の 場所 に 多数 が 集まっ て いた が , 6 月 
中 旬 に は 急激 に 委 を 消し た . 


越 夏期 H) 
両 調査 地 と も に , 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 まで の 間 は 成虫 密度 が 極端 に 低下 し た 状態 が 続い た が , これ 
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Fig. 4. Seasonal occurrence of Libythea celtis celtoides adults in Nishiyama Park and Oharano 
Forest Park from May, 2000 to May, 2002. ©: no adult was observed. I-V: Phases I-V, 
see text. 


は 夏 眠 に よる と 考え られ る . MEI LAL, 本 種 成 虫 の 越 夏 は 樹林 内 の ヒノ キ な どの 細い 枯れ 枝 に 静 
ILL し て 行わ れる . し か し 本 種 の 成虫 が な ぜ 夏 季 に 活動 を 休止 する の か は 不明 で ある と し て いる (ke 
谷 , 2001; 桜 谷 ・ 伊 藤 , 2002). 福田 ら (1984) は , 本 来 本 種 は 暖地 性 の チョ ウ で あり , 年 間 に 多 世代 発生 
する . 日 本 列島 に お ける 年 1 世代 の 周年 経過 は 食 樹 エノキ の 発芽 期 な ど へ の 適応 で あろ うと し て い 
る . 越 夏 は , 年 1 世代 の 生活 史 を 維持 する た め に 獲得 し た 形質 と 考え られ る . 


両 調査 地 で は , 夏期 に 森林 内 で 静止 し て いる 成虫 は 見 か け な か っ た . この 時 期 に 飛翔 な どの 行動 を し 
て いた 少数 の 成虫 に つい て は , 遅れ て 羽化 し た 第 1 世代 の 新 成虫 , 第 2 世代 の 新 成虫 , 越 夏 中 の 第 1 世 
代 の 成 昌 の いずれ か と 考え られ る . そ れ ら 3 つの 可能 性 に つい て 考察 する . 


遅れ て 羽化 し た 第 1 世代 の 新 成虫 の 可能 性 : 福田 らち (1984 に よる と , 越冬 後 の 成 虫 は 4 月 中 下旬 に 産 
卵 し , 第 1 世代 は 3 月 下旬 か ら 6 月 に 発生 する が , 本 州 中 部 の 寒冷 地 で は 越冬 後 成虫 の 産卵 期間 が 長 
いた め , 第 1 世代 の も っ と も 遅い 羽化 は 9 月 に な る こと も ある と いう . 今回 の 両 調査 地 に お ける , 越 
冬 後 の 成虫 の も っ と も 遅い 確認 は 6 月 初め で あっ た . も し その 時 期 に 産卵 が 行わ れん た と すれ ば , それ 
に 由来 する 成虫 (第 1 世代 成虫 は 7 月 初旬 に 発生 し ., し ば らく し て 夏 眠 に 入る と 考え られ る . し た 
が っ て , 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 に 観察 され た 少数 の 成虫 が , 遅れ て 羽化 し た 第 1 世代 で ある と いう 可 
能 性 は 低い と 考え られ る . た だ し , 両 調査 地 よ り も 寒冷 な 土地 で 羽化 し た 第 1 世代 の 成虫 が 移動 し て 
きた だ 可能 性 は 排除 で き な い . 


第 2 世代 の 新 成虫 の 可能 性 : 福田 ら (1984) は , 第 1 世代 成虫 の 一 部 が 夏 眠 に 入ら ず 6-7 月 に 産卵 し , 
7-8 月 に 第 2 世代 の 成虫 が 羽化 する こと が ある と し て いる . UML, 両 調査 地 で 夏期 に 観察 きれ る の 
は ご く 少 数 で あり , 特に 西山 で は ほとん ど 観 察 き れ な か っ た こと か ら , その よう な 第 2 世代 の 発生 は 
一 般 的 な も る の で は な いと 考え ん られる. 一方, Akayama (1981) は 高密 度 ( 長 日 ) の 条件 で 幼虫 を 飼育 する 
と 発育 が 早まり , さら に 羽化 直後 の 雌 の 一 部 で は すぐ に 卵巣 が 成 難 する こと を 報告 し て いる . OL, 
両 調査 地 周辺 で $ 月 に 幼虫 が 高密 度 で 発生 し て いた と すれ ば , その 結果 生じ る 雌 成虫 の 一 部 で は す 
ぐに 卵巣 が 成 瓶 し て 5 月末 か 6 月 初め に 産卵 し, その 子孫 (第 2 世代) の 成虫 が 6 月 下旬 ご ろか ら 羽 化 
する 可能 性 も ある . UML, 両 調査 地 周辺 で は 幼虫 の 高密 度 の 発生 は 確認 で き な か っ た の で , COL 
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Fig. 5. Mean adult density of Libythea celtis celtoides in each environment in Nishiyama Park and 
Oharano Forest Park in each phase of the year. 


うな 経過 を 経た 第 2 世代 成虫 が 出現 し た 可能 性 は 低い と 考え られ る . この 点 に つい て も, 両 調 査 地 以 
外 の 土地 で 羽化 し た 第 2 世代 の 成虫 が 調査 地 に 移動 し て きた 可能 性 は 排除 で き な い . 


越 夏 中 の 第 1 世代 成虫 の 可能 性 : これ ら の こと か ら , 前 述 の 3 つの 可能 性 の 中 で は この 可能 性 が も っ 
と も 高い と 考え られ る . すなわち , 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 まで の 間 に 両 調査 地 で 飛翔 や 吸水 を し て い 
た 少数 の 成虫 は , 周辺 で 越 夏 中 の 第 1 世代 成虫 と 考え る の が 無理 が な く 妥 当 で ある . し か し , 成虫 の 
観察 数 は 西山 で は 大 原野 より 少な か っ た . この 点 に つい て は , 両 調査 地 の 標 高 の 差 が 考え られ る . 本 
種 と 同じ エノキ を 寄主 植物 と し , 成虫 で 夏秋 冬 を 過ごす ヒ オ ド シ チ ョ ウ Nymphalis xanthomelas 
([Denis & Schiffermiiller]) は , 標高 の 高い と ころ へ 移動 し て 越 夏 す る こと が 知ら れ て いる (JI, 1997, 
2002; 桜 谷 ら , 1997; 桜 谷 ・ 伊 藤 , 2002). また , テン グチ ョ ウ 属 L 記 ythea は 南北 アメ リカ や アフ リカ で 
大 発生 し て 移動 する こと が 知ら れ て お り (ウィ リア ムズ , 1986), また , 石井 (2001) が $ 月 下旬 に 和歌 
山 市 北部 で 本 種 の 群 飛 を 観察 し て いる . こう し た こと か ら 類 推す る と 本 種 の 成虫 は , より 標高 の 高い 
場所 に 移動 し て 越 夏 す る 可能 性 が ある . 


秋 の 活動 期 ル 期 ) 


この 時 期 に も 羽化 直後 ( 期 ) に 比べ る と 弱い も の の , 成虫 の 集合 性 が み ら れ た . 成虫 で 越冬 する チョ 
ウ で は 強い 低温 耐性 を も つ 種 が 知ら れ て お り , それ は グリ セロ ー ル や トレ ハロ ー ス な どの 耐 凍 物質 
の 蓄積 等 に よる 過 和 冷却 点 の 降下 に よる も の で ある (朝比奈 , 1991). 本 種 が 秋期 に あま り 吸 水 し な い の 
は , 冬季 の 凍結 に よる 死亡 を 防ぐ た めで は な いか と も 考え られ る . この 時 期 の 成虫 密度 は 低く , 羽化 
直後 の 活動 期 て 期 ) と 比較 し て 数 % か ら 20% 程 度 で あっ た . し か し 興味 深い こと に , 数 ヶ月 後 の 越冬 
後 の 活動 期 V 期 ) の 成虫 密度 は , むし ろ こ の 時 期 よ り 高 いと いう 傾向 が 認め られ た . お そら く , これ 
は 越冬 前 より 越冬 後 の 方 が 成虫 の 活動 レベ ル が 高い た め に ., 調査 で 確認 され る 機会 が 多かっ た か ら 
で は な いか と 考え られ る . 


越冬 期 V 期 ) 


両 調査 地 と も に , 11 月 上 旬 に は 成虫 の 観察 数 が 減り , 中 旬 に は まっ た く < 見 られ な く な っ た . これ 以降 , 
紀 春 に 成虫 が 再び 現れ る まで の 時 期 は 越冬 期 UV 期 ) と 考え られ る . し か し , 今回 の 調査 で は 本 種 の 
成虫 が どこ で 越冬 し て いる の か を 確認 する こと は で き な か っ た . 


越冬 後 の 活動 期 V 期 ) 


両 調査 地 と も に , 3 月 中 旬 か ら 6 月 上 旬 に は 色あせ た 越冬 後 の 成虫 が 観察 さん た が , その ピー ク 密 度 
は 羽化 直後 の 活動 期 ( 期 ) の 1-3 割 程度 で あっ た . 福田 ら (1984) は , 本 種 は 本 州 に お いて 3 月 下旬 か 
ら 4 月 に か け て 交尾 が お こ な わ れ , 多く は 4 月 中 下旬 に 産卵 する と 述べ て いる . 今回 の 調査 で は 交尾 
や 産卵 の 行動 を 見 か け な か っ た が , 開け た 場所 で 成虫 が 集合 し て いた . これ は 繁殖 行動 で あっ た 可能 
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性 が ある . この 時 期 の 後半 , 5 月 上 旬 以 降 に は 成虫 密度 が 低下 し た が , 一 部 は 6 月 上 旬 ま で 見 られ , 次 
世代 の 新 成虫 と 混 飛 する の が 観察 され た . 


本 種 の 生活 史 の 特性 


今回 の 調査 結果 か ら , 調査 地 の 京 都 府 西南 部 で は , 本 種 は 初夏 に 新 成虫 が 羽化 し , 成虫 で 越 夏 ・ 越 冬 
する 年 1 世代 の 経過 を た どる こと が 示さ れ た . LOL, TH 期 に 見 られ た 成虫 の 由来 や 行動 に つい て は , 
な お 検討 の 余地 が 残さ れ た . 


本 種 に つい て は , 発生 密度 の 大 き な 年 次 変動 が 知ら れ て いる が (福田 ら , 1984), 今回 の 調査 で も , 西山 
で は 2000 年 に は 低く , 2001 年 に は 高い と いう 新 成虫 の 密度 の 変動 が 認め られ た だ た. LAL, 大 原野 で は 
2000 年 に も 新 成虫 の 密度 は 高く , 本 種 の 密度 変動 の 様相 は 隣接 し た 地域 で も 異な る こと が わか っ た . 
た だ し , 2001 年 に つい て は , 本 種 の 新 成 昌 の 大 量 発生 が 大 阪 府 豊 能 町 初 合 に お いて も 報告 され て お り 
(石井 , 2001; 渡辺 , 2002 な ど ), 広い 地域 で 連動 し た 密度 の 高まり が 生じ る こと も 考え られ る CE, 
2001). 例え ば , 大 阪 府 北部 の 箕面 市 や 豊能 町 で の 本 種 の 大 量 発生 は 1914 年 (江崎 , 1919), 1929 年 ( 広 
瀬 , 1929), 1935 年 と 1936 年 (渋谷 , 1937), 年 月 不明 (横山 , 1954), 1985 年 (渡辺 , 2002) な どの 記録 が 残 
され て いる が , 今回 の 調査 で は この よう な 現象 が どの よう な メカ ニズム で 生起 する か に つい て の 手 
が か り を 得る こと は で き な か っ た . 一方, ウィ リア ムズ (1986) は テン グチ ョ ウ 属 yeg D VrRRFEDS 
大 発生 する こと を 報告 し て いる . こう し た こと か ら 考 える と , 本 種 は と き に 大 量 発生 する 性 質 を も つ 
こと は 明らか で あり , そ の メカ ニズム に つい て は 今後 の 課題 で ある . 


本 種 の 新 成虫 の 集合 性 は , 前 述 の よう な 本 種 の 移動 性 と 関係 し て いる 可能 性 が ある . Brower (1977) 
は , 北米 大 陸 の オオ カバ マグ ダラ Danaus prexippus (Linnaeus) の 長 距離 移動 と 越冬 を 行う 秋 世 代 は 生理 
的 に も 行動 的 に も 夏 世 代 と は 異な る こと を 指摘 し て いる . すなわち , オオ カバ マダ ラ で は , 社会 性 の 
吸 密 集団 の 発達 と 夕刻 の 集合 行動 の 発達 が 見 られ る よう に な る と 南 向 き の 移 動 が 開始 さき れる と い 
J TILTED RETA と, 本 種 の 成虫 の 集合 性 も 越 夏 ・ 越 冬場 所 へ の 移動 の た め の 過 程 と 考 
える こと が で きる か も し れ な い . LOL, 本 種 の 成虫 の 移動 や 越 夏 ・ 越 冬 に つい て は , さら に 記録 を 
蓄積 する 必要 が ある . 


今回 の 調査 結果 か ら , 本 種 の 生息 に は 食 樹 ば か り で な く , 新 成虫 の 集合 する 田畑 や 雑木 林 の 周辺 な ど 
明る い オ ー プ ンス ペー ス の 存在 が 必要 で ある こと が 明らか に な っ た . また , 本 種 の 生息 に は , MEL 
越 鐘 の た め の 環 境 が 必要 で ある こと も わか っ た . 桜 谷 (2002) は , 本 種 の 越 夏 や 越冬 は 谷 筋 の 湿っ た 樹 
林内 で 行わ れ , 尾根 筋 か ら の 記録 は 少な いと 報告 し て いる . 今回 の 調査 地 は いずれ も , 田畑 や 里山 の 
雑木 林 が 残る 山裾 に あり , パイ オニ ア 植 物 で ある 食 樹 の エノキ は 川沿 いや 山 の 中 腹 な ど や や 湿っ た 
環境 に 多く 見 られ た . この よう な 本 研究 の 調査 地 に お いて 本 種 が 多く 見 られ た と いう こと は , 本 来 , 
本 種 は 里 地 里山 の よう な 適度 な 携 乱 が くり か を え し 加わ る 環境 を 放浪 する 性 質 を も つも の と 考え られ 
る . 実際 , 福田 ら (1984) も , 本 種 は 山 礼 か ら 浅 い 山 地 で は 雑木 林 の な か の 露 岩 や 渓流 沿い の 道路 な ど 
に 群 飛 し , 都市 周辺 部 で は 公園 , 社寺 , 墓地 , 村落 , 耕作 地 な ど 広 葉 樹 の 豊富 な 環境 に 多く 見 られ る と 
し て いる . その 意味 で は , 本 種 は 里 地 里山 の 状態 を 示す 環境 指標 と な る 可能 性 が ある . 


摘 要 


2000 年 5 月 か ら 2002 年 5 月 に か け て , 京都 府 西南 部 の 西山 公園 予定 地 (以下 , 西山 ) お よび 大 原野 森 
林 公 園 (以下 , 大 原野 ) の 2 調査 地 に お いて , ト ラン セク ト 法 に より テン グチ ョ ウ Libythea celtis 
celtoides Fruhstorfer 成虫 の 季節 消長 を 調査 し た . 西山 は 海抜 約 90 m の 丘陵 地 で , 谷 あ い に は 畑 , 水田 , 
た め 池 , 屋敷 , 社寺 が あり , その 周辺 は コナ ラ , アカ マツ な ど を 主体 と する 雑木 林 と モウ ソウ チク 林 に 
囲ま れ て いた . 大 原野 は 海抜 約 600 m OBER L HK 400-450 m の 渓谷 を 含む 山地 で , コナ ラ ヤ アカ マ 
ツ を 主体 と する 雑木 林 .」 ケ ヤキ 林 , ス ギ ・ ヒ ノ キ の 植林 な ど で 被 われ て いた . 


本 調査 の 結果 , 本 種 成虫 の 李 節 消長 に は , 羽化 直後 の 活動 期 (1 期 ), 越 夏期 H), 秋期 の 活動 期 ( 
H), 越冬 期 UV 期 ), 越冬 後 の 活 動 期 (V 期 ) と いう 5 期 が 認め られ た . 


羽化 直後 の 活動 期 UH): 5 月 下旬 か ら 6 月 中 旬 . 成虫 の 密度 は 他 の 期 と 比べ て 最も 高く , 成虫 密度 
(ルー ト 1 km あたり の 目撃 個体 数 ) は , 西山 で は 2000 年 が 10, 2001 年 が 40, 大 原野 で は 両 年 と も 30-40 
個体 で あっ た . 成虫 は 田畑 や 雑木 林 の 周辺 で 群がっ て 吸水 する な どの 行動 が 顕著 で あっ た . また , ナ 
タネ の 花 か ら 吸 蜜 する 個体 が 見 られ た . 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


テン グチ ョ ウ の 季節 消長 95 


ee UH): 6 月 下旬 か ら 9 月 下旬 . 夏 眠 期 と 考え られ , ご く 少 数 の 成虫 し か 観察 され な か っ た .7 月 
に クリ か ら 吸 蜜 する 個体 が 見 られ た . 


秋 の 活動 期 I 期 ): 10 月 上 旬 か ら 11 月 上 旬 . 成虫 審 度 は 1 期 の 数 % か ら 20% 程 度 で あっ た . 田畑 や 雑 
木 林 の 周辺 に 少数 が 集合 し た り , ノコ ン ギ ク , セイ タカ アワ ダチ ソウ か ら 吸 密 す る の が 観察 され た . 


越冬 後 の 活動 (V 期 ): 3 月 中 旬 か ら 6 月 上 旬 . この うち 4 月 下旬 まで は 審 度 が 高く , I 期 の 1-30 割 程度 
の ピー ク を 示し た .5 月 上 包 以 降 は 審 度 が 低下 し , 一 部 は 6 月 上 旬 ま で 確認 され た . 


両 調査 地 と も に 2001 年 の 成虫 密度 が 高く , 周辺 地域 と 連動 し た 発生 審 度 の 高まり が 考え られ た . し 
か し , 2000 年 は 両 調査 地 で 成虫 密度 に 差 が あっ た こと か ら , 紗 度 変動 の 様相 は 隣接 地域 で も 異な る こ 
と が わか っ た , 


本 種 の 生息 に は 食 樹 ば か り で な く , 新 成虫 の 集合 する 田畑 や 雑木 林 の 周辺 な どの 明る い オ ー プ ンス 
ペー ス , 越 夏 と 越冬 の た め の 樹 林 な ど が 必要 で ある こと が わか っ た . 本 種 は , それ ら の 要素 を 含む 里 
地 里山 の よう な 適度 な 携 乱 が くり か え し 加わ る 環境 を 放浪 する 性 質 を も つも の と 考え られ る . 
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Summary 


Seasonal occurrence of the adult snout butterfly, Libythea celtis celtoides Fruhstorfer was investigated by the 
transect count method in Nishiyama Park (Nishiyama) and Oharano Forest Park (Oharano) in southwestern 
Kyoto Prefecture (Figs 1-3) for 2 years from May, 2000 to May, 2002. The study site of Nishiyama, located 
at the eastern foot of Mt Pompon (alt. ca 680 m) with altitudes around 90 m, consisted of coppices with 
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Quercus serrata, Pinus densiflora etc., forests of the bamboo Phyllostachys heterocycla, fields, paddies, 
irrigation ponds, a residential area, and a temple. That of Oharano, located in the northern part of Mt Pompon 
with altitudes 400-600 m, consisted of a ridge and slopes with Q. serrata, P. densiflora, Zelkova serrata and 
plantations of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obutusa, and valleys with shrubs. The results show 
that this species has a univoltine lifecycle in the study sites with 5 phases, Phases I-V, in seasonal adult 
activity (Fig. 4). In Phase I, the active phase after adult emergence from late May to mid June, the adult 
density was the highest of the year especially around paddies, fields and coppices (Fig. 5), and individuals 
puddling on the soil in groups and nectaring from flowers of Brassica sp. were observed. In Phase II, the 
aestivation phase from late June to late September, the adult density was quite low but a single individual was 
observed nectaring from Castanea crenata flowers in Oharano. In Phase III, the autumnal active phase from 
early October to early November, adults were active in puddling on the soil and nectaring from flowers of 
Aster ageratoides and Solidago altissima but the density was not high. Adults were active again from mid 
March to early June (Phase V, the spring active phase) after the hibernation phase (Phase IV) when no 
individuals could be seen, but the density was low. 
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